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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
世
界
各

国
で
労
働
市
場
の
柔
軟
化
が
加
速
し
て
い
る
。

労
働
の
移
動
は
企
業
内
に
と
ど
ま
ら
ず
企
業

外
へ
、
ま
た
業
種
を
越
え
労
働
市
場
全
体
へ

と
広
が
り
、
さ
ら
に
は
国
境
を
越
え
る
労
働

移
動
も
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
労
働
移
動

の
増
加
は
、
経
済
活
動
を
活
発
に
さ
せ
る
一

方
、
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

景
気
変
動
に
伴
う
雇
用
調
整
が
時
に
労
働
市

場
に
お
け
る
リ
ス
ク
を
高
め
、
国
境
を
越
え

る
労
働
移
民
に
対
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
が
時
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
と
も

な
る
。
労
働
移
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

な
労
働
市
場
の
機
能
強
化
は
、
労
働
市
場
の

安
定
性
を
高
め
、
市
場
に
大
量
の
失
業
を
発

生
さ
せ
な
い
た
め
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い

る
。

　

労
働
移
動
の
増
加
は
ま
た
、
個
々
の
労
働

者
の
能
力
を
測
り
比
較
す
る
仕
組
み
、
つ

ま
り
能
力
評
価
制
度
の
整
備
を
労
働
市
場

に
促
し
た
。
能
力
評
価
制
度
と
は
そ
も
そ

も
、
当
該
国
の
教
育
水
準
、
産
業
発
展
の
度

合
い
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
等
を
反
映
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

構
築
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
出

来
上
が
っ
た
各
国
の
能
力
評
価
制
度
は
概
し

て
独
自
の
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も

国
間
で
比
較
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
市
場
競
争
の
激

化
は
、
人
的
資
源
の
水
平
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

高
め
、
能
力
評
価
に
も
比
較
可
能
な
基
準
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
能
力
評
価
基
準
の

標
準
化
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

一
国
の
中
だ
け
で
適
用
す
れ
ば
よ
か
っ
た
能

力
評
価
制
度
を
、
国
外
の
労
働
市
場
に
も
通

用
す
る
制
度
へ
と
再
編
す
る
試
み
が
い
ま
各

国
で
進
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
能
力
評
価

基
準
の
標
準
化
と
い
う
こ
と
を
眼
目
に
、
各

国
の
能
力
評
価
制
度
は
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
諸
外
国
の
能
力
評
価
の
現
状
と
は
い
か

な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

１�

．
諸
外
国
に
お
け
る
能
力
評

価
制
度
の
現
状

（
１
）
能
力
評
価
制
度
の
再
構
築

能
力
評
価
制
度
と
は
な
に
か

　

能
力
評
価
制
度
と
は
個
々
人
の
能
力
を
評

価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず

も
っ
て
「
能
力
」
と
は
何
か
を
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
「
能
力
」
の
概
念

は
多
義
的
で
、
例
え
ば
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
使
う
場
合
に
は
学
習
上
の
或
い
は
身
体
上

の
発
達
度
を
指
す
で
あ
ろ
う
し
、
職
業
訓
練

で
使
う
場
合
に
は
職
業
ス
キ
ル
の
到
達
度
を

測
る
指
標
で
あ
り
、
企
業
の
人
事
管
理
上
で

使
う
場
合
に
は
、
職
務
遂
行
上
必
要
な
力
で
、

職
務
等
級
、
役
職
等
級
な
ど
等
級
制
度
に
お

け
る
格
付
け
、
昇
進
、
昇
級
な
ど
を
行
う
際

の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
本

稿
で
取
り
扱
う
「
能
力
」
と
は
、
教
育
と
訓

練
の
双
方
に
お
け
る
成
果
の
価
値
を
指
し
、

「
能
力
評
価
」
と
は
、
そ
の
価
値
に
何
ら
か

の
承
認
を
与
え
得
る
も
の
と
解
す
る
。
こ
れ

は
海
外
で
い
う
“qualification

”
に
相
当

す
る
。“qualification

”
は
日
本
で
は
一
般

に
「
資
格
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
欧
米
諸
国
が

意
味
す
る
“qualification

”
は
日
本
で
一

般
的
に
使
う
「
資
格
」（
す
な
わ
ち
国
家
資
格

や
公
的
に
認
定
さ
れ
た
資
格
）
よ
り
も
も
う

少
し
幅
広
い
概
念
を
持
つ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は

“qualification

”
を
「
評
価
・
認
定
プ
ロ

セ
ス
の
公
式
結
果
（
認
定
証
・
修
了
証
書
・

称
号
）
で
あ
り
、
あ
る
個
人
が
所
定
の
基
準

に
沿
っ
た
学
習
成
果
を
達
成
、
及
び
特
定
の

業
務
分
野
に
お
い
て
働
く
た
め
に
必
要
な
コ

ン
ピ
テ
ン
ス
を
持
ち
、
適
格
性
の
あ
る
機
関

が
判
断
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
も
の
。
労
働

市
場
や
、
教
育
・
訓
練
に
お
け
る
学
習
成

果
の
価
値
に
つ
い
て
も
公
式
の
承
認
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
業
務
を
行
う
上
で
の

法
的
な
資
格
と
な
る
場
合
も
あ
る
」
と
定
義

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
年
に
お
い
て
は
労

働
市
場
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
教
育
と
職
業
訓
練
の
融
合
が
図

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
資
格
」

も
、
従
来
教
育
上
の
資
格
と
職
業
上
の
資
格

が
別
個
だ
っ
た
も
の
が
、
比
較
可
能
な
評
価

基
準
と
し
て
統
一
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
従
っ

て
“qualification

”
は
、
職
業
能
力
評
価

基
準
の
ほ
か
、
高
等
教
育
の
学
位
な
ど
教
育

水
準
も
含
む
広
範
な
意
味
で
の
「
能
力
評
価

制
度
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
な
ぜ
能
力
評
価
制
度
の
再
構
築
が
必
要
と
な

っ
た
の
か

　

前
述
し
た
通
り
、
労
働
移
動
の
増
加
が
能

力
評
価
制
度
再
構
築
の
一
つ
の
契
機
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
モ
ノ
・
カ
ネ
の
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
化
を
加
速
さ
せ
た
が
、
同
様
に
ヒ
ト
の
移

動
に
つ
い
て
も
国
間
の
垣
根
は
近
年
ま
す
ま

す
低
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
象
徴
的
な
の
が

欧
州
だ
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
は
東
へ
と

そ
の
勢
力
を
伸
ば
し
な
が
ら
拡
大
を
続
け
、

二
〇
〇
七
年
の
第
六
次
拡
大
で
ブ
ル
ガ
リ
ア

と
ル
ー
マ
ニ
ア
を
加
え
た
二
七
カ
国
体
制
と

な
っ
た
。
域
内
に
お
け
る
ヒ
ト
の
移
動
は
原

則
自
由
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
市
民
で
あ
れ
ば
域
内

の
望
む
国
で
職
を
得
る
こ
と
が
可
能
だ
。
あ

る
人
が
自
国
で
教
育
を
受
け
、
あ
る
い
は
職

業
経
験
を
積
ん
だ
上
で
、
他
国
で
就
労
し
た

い
と
す
る
場
合
、
そ
の
当
該
人
物
の
能
力
を

で
き
る
だ
け
正
確
に
測
ろ
う
と
す
る
な
ら
、

比
較
可
能
で
客
観
的
な
能
力
評
価
基
準
が
必

 
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
諸
外
国
の
能
力
評
価
制
度

「
諸
外
国
に
お
け
る
能
力
評
価
制
度
―
英
・
仏
・
独
・
米
・
中
・
韓
・
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
調
査
」
か
ら

国
際
研
究
部　
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要
と
な
る
。
ボ
ー
ダ
ー
フ
リ
ー
と
な
っ
た
Ｅ

Ｕ
が
、
能
力
評
価
制
度
の
再
構
築
を
強
力
に

推
進
し
よ
う
と
す
る
理
由
で
あ
る
。
今
日
、

労
働
移
動
の
拡
大
傾
向
は
欧
州
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
世
界
中
で
国
・
地
域
を
越
え
て

ヒ
ト
は
移
動
し
、
教
育
・
訓
練
を
受
け
、
そ

し
て
就
労
す
る
。
能
力
評
価
制
度
を
め
ぐ
る

環
境
の
整
備
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま

能
力
評
価
制
度
の
統
一
化
は
世
界
規
模
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
能
力
評
価
制
度
再
構
築
の
プ
ロ
セ
ス

　

そ
れ
で
は
能
力
評
価
制
度
は
ど
の
よ
う
な

プ
ロ
セ
ス
で
再
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
能
力
評
価
の
標

準
的
な
モ
デ
ル
を
作
り
、
各
国
の
能
力
評

価
制
度
を
対
応
さ
せ
て
い
く
と
い
う
手
法

が
と
ら
れ
て
い
る
。「
資
格
枠
組
み
（Q

F
:�

Q
ualifications�F

ram
ew
ork

）」
と
呼
ば
れ

る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。「
資
格
枠
組
み
（
Ｑ

Ｆ
）」
と
は
、「
一
群
の
基
準
（
た
と
え
ば
資

格
レ
ベ
ル
説
明
指
標
を
使
う
な
ど
）
に
沿
っ

て
、
特
定
の
レ
ベ
ル
の
学
習
成
果
に
適
用
さ

れ
る
各
国
・
部
門
レ
ベ
ル
な
ど
の
資
格
を
分

類
・
開
発
す
る
た
め
の
仕
組
み
」（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ

Ｆ
Ｏ
Ｐ
『
欧
州
教
育
・
訓
練
政
策
関
連
用
語

集
―
重
要
用
語
100
選
―
』（
二
〇
〇
八
、
邦
訳

二
〇
一
一
）
で
あ
り
、
能
力
評
価
基
準
の
標

準
化
は
こ
の
枠
組
み
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
「
資
格
枠
組
み
（
Ｑ
Ｆ
）」
の
導
入
は
、
ま

ず
「
国
レ
ベ
ル
の
資
格
枠
組
み
（N

Q
F
:�

N
ational�Q

ualifications�F
ram
ew
ork

」

を
制
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
各
国
に
存
在
す
る
既
存
の
資
格
を
再

編
し
、
共
通
の
「
資
格
枠
組
み
（
Ｑ
Ｆ
）」

に
参
照
可
能
な
体
系
に
作
り
か
え
る
と
い

う
作
業
で
あ
る
。
欧
州
訓
練
基
金
（E

T
F
:��

T
he�E

uropean�T
raining�F

oundation

）

（
二
〇
一
一
）
に
よ
る
と
、
現
在
世
界

一
二
六
カ
国
に
お
い
て
、「
国
レ
ベ
ル
の
資
格

枠
組
み
（
Ｎ
Ｑ
Ｆ
）」
の
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
欧
州
資
格
枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）
と
は

　

欧
州
に
お
け
る
資
格
枠
組
み
プ
ロ
セ
ス

を
「
欧
州
資
格
枠
組
み
（E

Q
F
:�E
uropean�

Q
ualifications�F

ram
ew
ork

）」
と
呼
ぶ
。

こ
れ
は
、
義
務
教
育
（
前
期
中
等
教
育
）
修

了
レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
１
）
か
ら
博
士
号
取
得

レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
８
）
ま
で
の
八
つ
の
資
格

参
照
レ
ベ
ル
を
設
定
し
、
各
国
の
す
べ
て
の

レ
ベ
ル
、
職
種
の
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
資

格
に
つ
き
、
そ
の
資
格
保
有
者
が
ど
の
よ
う

な
レ
ベ
ル
の
知
識
、
ス
キ
ル
、
能
力
（
コ
ン

ピ
テ
ン
ス
）
を
持
つ
か
、
欧
州
全
域
で
比
較

可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
表
１
）。

　

Ｅ
Ｑ
Ｆ
は
、
上
述
の
Ｅ
Ｕ
経
済
戦
略
（
リ

ス
ボ
ン
戦
略
）、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
・
プ
ロ

セ
ス
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
三

つ
の
重
要
な
政
策
発
展
領
域
を
接
合
す
る
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
教
育
訓
練
体
系
全
般
の
見
直
し
を
促

す
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
各
国
は
、
当
初
二
〇
一
〇
年
末
ま
で
に

国
内
資
格
を
Ｅ
Ｑ
Ｆ
に
参
照
付
け
る
こ
と
を

勧
奨
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
実

現
で
き
そ
う
な
国
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

表１　欧州資格枠組み（European Qualifications Framework-EQF)

高等教育 知識 スキル コンピタンス

ヨーロッパ高
等教育領域の
資格枠組みと
の互換性

理論的知識
事実についての知
識

論理的、直観的、
創造的な思考を含
む認知スキル。手
先の巧緻さと方法、
材料、道具・器具
の使い方を含む実
技的スキル

責任能力
自律能力

レベル
8

博士レベル
（高等教育第
3期）

仕事または学術の
分野における最も
高度な最先端の、
かつ分野間の境界
についての知識

最先端の専門的ス
キルと技術研究や
革新における重大
な問題を解決し、
既存の知識や専門
的実践を拡張し再
定義するのに必要
な分析と評価を含
む

価値ある権威、革
新、自律性、学究
的・専門的品格や
研究を含む仕事ま
たは学術の最前線
における新しいア
イデアやプロセス
の開発への持続的
な貢献を示すこと
ができる

レベル
7

修士レベル
（高等教育第
2期）

ある分野の仕事ま
たは学術の最前線
の知識を含む独創
的な思考や研究の
基礎としての高度
な専門知識

新しい知識と手順
を開発するためと、
異分野からの知識
を統合するための
研究や革新に必要
な専門的な問題を
解決するスキル

複雑で予測不能な、
新しい戦略的アプ
ローチを必要とす
る仕事または学術
の状況の管理・改
革
専門的知識や実践
への貢献およびチ
ームの戦略的な達
成度の検証に対す
る責任

レベル
6

学士レベル
（高等教育第
1期）

ある分野の仕事ま
たは学術の高度な
知識理論と原理の
批判的理解を含む

仕事または学習の
専門分野における
複雑で予測不能な
問題の解決に必要
な、熟達と革新を
示す、高度なスキ
ル

予測不能な仕事ま
たは学習の情況に
おける意思決定に
対する責任を伴う
複雑な技術的・専
門的活動またはプ
ロジェクトの管理
個人および集団の
専門的開発の管理
に対する責任

レベル
5

準学士レベル
（短期高等教
育）

ある分野の仕事ま
たは学術の包括的
専門的な事実的・
理論的知識および
その限界の認識

抽象的な問題の創
造的な解決策を開
発するのに必要な
総合的な認知と実
技のスキル

予測不能な変更が
ある仕事または学
習活動の状況下の
管理監督
自己と他者の達成
状況の検証と発展

レベル
4 

仕事または学習の
ある分野内の幅広
い文脈における事
実的・理論的知識

仕事または学習の
ある分野における
特定の問題を解決
するのに必要な認
知と実技のスキル

通常予測できるが、
変更されることの
ある仕事または学
習のガイドライン
に沿った自己管理
仕事または学習活
動の評価と改善に
対する多少の責任
を伴う他者の定型
的任務の監督

レベル
3

ある分野の仕事ま
たは学習について
の事実、原理、プ
ロセスおよび一般
的概念の知識

基本的な方法、道
具、材料及び情報
を選択し、適用す
ることによって、
任務を達成し問題
を解決するのに必
要な認知と実技の
スキル

仕事または学習に
おける任務の完遂
に対する責任
問題解決のために
自己の行動を状況
に適応させること
ができる

レベル
2

ある分野の仕事ま
たは学習について
の基本的事実の知
識

任務を遂行するた
めの関連情報を利
用でき、単純な規
則と道具を用いて
日常的な問題を解
決できる、基本的
な認知と実技のス
キル

多少の自律性を伴
う監督下での仕事
または学習

レベル
1

基本的な一般知識 単純な任務の遂行
に必要な基本的ス
キル

体系化された状況
における直接監督
下の仕事または学
習

資料出所： JILPT 資料シリーズNo.102「諸外国における能力評価制度―英・仏・独・
米・中・韓・ＥＵに関する調査（2012.3）」第 7章より
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
数
カ
国
に
留
ま
る
見
込

み
で
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
七

日
の
「
ブ
ル
ー
ジ
ュ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」（
欧
州

職
業
教
育
訓
練
担
当
大
臣
会
議
宣
言
）
に
お

い
て
、「
対
応
期
限
」
は
二
〇
一
二
年
末
ま
で

に
延
長
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
欧
米
諸
国
に
お
け
る
能
力

評
価
制
度
の
現
状

　

こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
制
度
を
比
較
可
能

な
形
に
再
編
す
る
作
業
が
世
界
レ
ベ
ル
で
進

行
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
各
国

で
固
有
の
進
化
を
遂
げ
て
き
た
能
力
評
価
制

度
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
形
で
再
編
さ
れ

つ
つ
あ
る
の
か
。
各
国
に
は
、
文
化
的
特
徴
、

社
会
的
背
景
を
反
映
し
て
構
築
し
て
き
た
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
性
格
を
持
つ
能
力
評
価
制

度
が
存
在
す
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
特
徴
に

着
目
し
な
が
ら
、
欧
米
諸
国
に
お
け
る
能
力

評
価
制
度
再
編
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
比

較
し
て
み
た
い
。

　

イ
ギ
リ
ス

　

イ
ギ
リ
ス
の
能
力
評
価
制
度
は
Ｎ
Ｖ
Ｑ
の

名
で
広
く
知
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
現

在
能
力
評
価
制
度
の
再
構
築
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
従
来
、
民
間
団
体
が
自
由
に
資
格
を

設
定
し
て
き
た
た
め
混
沌
と
し
て
い
た
資
格

市
場
を
一
つ
の
評
価
制
度
と
し
て
整
備
し

た
も
の
が
「
全
国
職
業
資
格
（
Ｎ
Ｖ
Ｑ
）」

（
一
九
八
六
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
職

業
資
格
制
度
と
し
て
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、

高
等
教
育
資
格
と
の
関
係
で
低
位
に
置
か
れ

て
い
た
た
め
、こ
の
状
況
を
改
善
す
べ
く「
全

国
資
格
枠
組
み
（
Ｎ
Ｑ
Ｆ
）」�（
一
九
九
七
年
）�

の
導
入
が
図
ら
れ
た
。
現
在
は
、
さ
ら
に
こ

れ
を
各
単
位
で
認
証
で
き
る
仕
組
み
「
資
格

単
位
制
度
（
Ｑ
Ｃ
Ｆ
）」（
二
〇
〇
九
年
）
へ

と
改
変
し
、
Ｎ
Ｖ
Ｑ
を
は
じ
め
各
種
の
資
格

が
こ
れ
に
再
編
さ
れ
る
方
向
で
能
力
評
価
制

度
及
び
職
業
教
育
訓
練
体
系
の
再
編
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｑ
Ｆ
の
下
で
は
職
業
資
格
と
教
育
資
格

が
同
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
相
互
の
水
準
が

比
較
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
レ
ベ
ル
は
基
礎

レ
ベ
ル
か
ら
博
士
レ
ベ
ル
ま
で
の
八
段
階
に

区
分
さ
れ
、
個
別
の
資
格
が
ど
の
レ
ベ
ル
に

相
当
す
る
の
か
を
明
確
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
で
あ
る
（
表
２
）。
ま
た
、
Ｑ
Ｃ
Ｆ
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
（
得
点
）
の
集
積
で
あ
る
小

口
化
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
（
単
位
）
ご
と
の
資

格
取
得
が
可
能
で
あ
り
、
学
習
者
の
資
格

取
得
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
平
易
化
し
た
。
ユ

ニ
ッ
ト
は
サ
イ
ズ
の
異
な
る
三
種
類
の
資
格

―A
w
ard

（
初
級
）、C

ertificate

（
中
級
）、

D
iplom

a

（
上
級
）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

な
お
、
現
在
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
資
格
に
は
、

こ
の
Ｑ
Ｃ
Ｆ
の
ほ
か
、
前
述
の
「
全
国
職
業

資
格
（
Ｎ
Ｖ
Ｑ
）」、
主
に
若
年
層
を
対
象
と

し
た
「
職
業
関
連
資
格
（
Ｖ
Ｒ
Ｑ
）」、
特
定

の
職
種
に
必
要
な
能
力
開
発
の
た
め
の
「
職

種
資
格
（
Ｏ
Ｑ
）」
の
四
種
類
の
資
格
が
併

存
す
る
。
た
だ
し
一
般
資
格
の
内
訳
は
Ｑ
Ｃ

Ｆ
が
す
で
に
全
体
の
約
七
割
を
占
め
て
お
り
、

再
編
作
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
資
格
制
度
の
再
編
に
対
応
し
て

実
施
体
制
の
改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
従

来
、
学
校
教
育
及
び
職
業
資
格
の
開
発
と
管

理
全
体
に
責
任
を
持
っ
て
い
た
資
格
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
総
局
（Q

C
A
:�Q
ualifications�

and�C
urriculum

�A
uthority

）
は
、
開
発
部

門
（Q

C
D
A
:�Q
ualifications�and�C

ur-
riculum

�D
evelopm

ent�A
gency

）
と
監
査

部
門
（O

fqual:�O
ffi
ce�of�Q

ualifications�
and�E

xam
inations�R

egulation

）
に
分
割

さ
れ
た
。
こ
れ
は
職
業
能
力
開
発
に
責
任
を

持
つ
継
続
教
育
が
、
教
育
省
か
ら
主
に
産
業

省
を
引
き
継
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
技
能
省
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
に
管
轄
が
移
っ
た

こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
従
来
職
業
訓
練
と

は
、
特
定
の
職
業
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識

と
基
礎
技
能
を
習
得
さ
せ
る
教
育
的
な
性
格

の
強
い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
体
制
改
革

に
よ
っ
て
能
力
開
発
は
産
業
政
策
の
一
環
と

し
て
の
意
味
合
い
を
色
濃
く
し
た
。
そ
の
た

め
、
職
業
資
格
の
開
発
は
産
業
別
技
能
委

員
会
（S

S
C
s:�S
ector�S

kills�C
ouncils

）�

と
そ
の
管
理
機
関
で
あ
る
英
国
雇
用
技
能

委
員
会
（U

K
C
E
S
:�U
K
�C
om
m
ission�for�

E
m
ploym

ent�and�S
kills

）
及
び
資
格
授

与
機
関
（A

w
arding�O

rganisations

）
に

ほ
ぼ
全
面
的
に
責
任
が
移
行
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
「
欧
州
資
格
枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）」
と
の
対

応
関
係
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で

に
職
業
資
格
と
教
育
資
格
を
対
応
さ
せ
る
方

向
で
の
再
編
が
な
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち

そ
の
集
大
成
で
あ
る
「
資
格
単
位
制
度
（
Ｑ

Ｃ
Ｆ
）」
を
Ｅ
Ｑ
Ｆ
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で

調
整
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
な
お
、
イ
ギ

リ
ス
で
こ
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
前
述

のO
fqual

で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス

　

フ
ラ
ン
ス
は
資
格
を
重
ん
じ
る
社
会
で
あ

表２　職業・教育資格対応表（イギリス）

レベル 職業資格 教育資格

導　入 訓練受講準備

1 主に単純作業の数種の仕事で、習得した知識と技
能を適用できる。（NVQ1）

GCSE グレードD-G

2

異なった作業環境で変化のある仕事にも、習得し
た知識と技能を適用できる。
単純作業だけでなく、ある程度複雑な仕事でも自
分で判断して作業することができる。作業チーム
のメンバーとして共同作業ができることもしばし
ば要求される。（NVQ2）

GCSE グレードC-A

3

単純作業はほとんどなく、様々な作業環境で、複
雑な業務においても習得した知識と技能を適用で
きる。かなりの程度の自主性と責任を持って仕事
ができることに加えて、他の者の作業を監督し指
導する能力もしばしば要求される。（NVQ3）

AS/A
International 
Baccalaureate 

4

広範囲な作業環境で行う複雑な技術的または専門
的な仕事に高度な自主性と責任を持って対応し、
習得した知識と技能を適用できる。他の作業員の
仕事及び人材資材配置に関する責任もしばしば要
求される。（NVQ4）

准学士
Certificates of Higher 
Education

5
同上（NVQ4） 准学士

Diplomas of Higher 
Education

6 同上（NVQ4） 学士課程修了

7

広範囲で予測不可能な作業において、習得した技
能及び広範囲な基礎理論と高度な技術を適用でき
る。非常に高度な自主性を持ち、他の作業員の仕
事及び人材資材の配置にも主要な責任を持つと同
時に、分析、判断、設計、計画及び実行に対して
個人の説明責任が要求される。（NVQ5）

修士課程修了

8 同上（NVQ5） 博士課程修了

資料出所： JILPT 資料シリーズNo.102「諸外国における能力評価制度―英・仏・独・
米・中・韓・ＥＵに関する調査（2012.3）」第 1章より
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る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
職
業
能
力
の
評
価

基
準
は
、
学
校
教
育
（
初
期
教
育
訓
練
）
で

取
得
す
る
学
歴
水
準
に
基
づ
い
て
お
り
、
学

校
の
各
教
育
段
階
に
対
応
す
る
形
で
設
定
さ

れ
る
職
業
資
格
お
よ
び
学
位
免
状
が
、
職
業

能
力
を
示
す
合
理
的
な
基
準
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
能
力
評
価
制
度
に
お

い
て
「
資
格
化
」（C

ertification

）
が
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
職
業
資
格
・

学
位
免
状
の
取
得
に
は
、
試
験
の
準
備
の
た

め
に
資
格
ご
と
に
規
定
さ
れ
る
学
校
の
課
程

を
修
了
す
る
こ
と
や
、
国
家
試
験
を
通
過
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
国
家
が
管
理
す
る

職
業
資
格
・
学
位
免
状
は
、
学
歴
水
準
と
五

段
階
に
分
か
れ
る
職
業
能
力
水
準
の
対
応
表

の
う
え
に
成
り
立
つ
（
表
３
）。
産
業
別
の

労
働
協
約
に
お
い
て
も
こ
の
資
格
を
基
準
に

職
務
が
格
付
け
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
格
付
け

に
応
じ
て
賃
金
水
準
・
労
働
条
件
が
決
ま
る

こ
と
か
ら
、
各
教
育
段
階
で
個
人
が
取
得
す

る
資
格
が
そ
の
者
の
キ
ャ
リ
ア
を
左
右
す
る

こ
と
に
な
る
。
職
業
資
格
・
学
位
免
状
は
個

人
の
職
業
能
力
の
証
明
と
し
て
定
着
し
て
お

り
、
就
業
で
き
る
職
種
の
範
囲
が
学
校
教
育

で
取
得
す
る
資
格
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
社
会
的
重
要
性
は
高
い
。

　

職
業
資
格
・
学
位
免
状
は
、
一
九
六
九

年
に
政
府
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
「
職
業

能
力
水
準
分
類
表
」（N

om
enclature�des�

niveaux�de�form
ation

）
お
よ
び
「
職
業

教
育
訓
練
分
野
分
類
表
」（N

om
enclature�

des�specialites�de�form
ation

）
に
沿
っ

て
分
類
さ
れ
た
う
え
で
、「
全
国
職
業
資
格

総
覧
」（R

N
C
P
:�R
epertoire�national�des�

certifications�professionnelles

）
に
登

録
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
職
業
資
格
の
大
半

は
国
家
資
格
で
あ
り
、
そ
の
職
種
や
水
準
は

多
様
。
国
が
独
占
し
て
い
た
職
業
資
格
の
創

設
や
改
編
に
関
す
る
権
限
が
一
九
九
〇
年

代
に
業
界
団
体
に
も
拡
大
さ
れ
、
業
種
単

位
で
独
自
の
資
格
と
な
る
職
業
資
格
証
明

書
（C

Q
P
:�C
ertificat�de�qualification�

professionnelle

）
を
創
設
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
数
は
ま
だ
限
定
的

で
あ
り
、
国
家
資
格
の
社
会
的
重
要
性
は

依
然
高
い
と
い
え
る
。
職
業
資
格
・
学
位

免
状
は
、「
全
国
職
業
資
格
総
覧
」（
Ｒ
Ｎ
Ｃ

Ｐ
）
に
登
録
さ
れ
る
が
、
こ
の
総
覧
の
管

理
は
、
職
業
教
育
訓
練
管
轄
の
省
庁
機
関

で
あ
る
「
職
業
資
格
認
定
全
国
委
員
会
」

（C
N
C
P
:�C
om
m
ission�N

ationale�de�la�
C
ertification�P

rofessionnelle

）
が
担
っ

て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
は
、省
庁
代
表
一
六
人
・

労
使
代
表
一
〇
人
・
商
工
農
会
議
所
代
表
三

人
・
地
域
代
表
三
人
お
よ
び
専
門
家
一
一
人

な
ど
総
数
四
三
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
質
の
保
証
に
あ
た
っ
て
は
、
資
格

登
録
を
審
査
す
る
委
員
会
が
政
労
使
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
関
係
当
事
者
の
合
意

の
う
え
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
資
格
評
価
の

客
観
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
フ
ラ

ン
ス
の
能
力
評
価
制
度
で
特
徴
的
な
点
は
、

能
力
評
価
及
び
そ
の
管
理
が
企
業
か
ら
の
外

部
化
を
徹
底
し
て
お
り
、
国
家
の
規
制
の
も

と
に
明
確
化
さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
企
業
・
業
界
に
共
通
す
る
能
力
評
価

基
準
お
よ
び
管
理
方
法
が
国
家
規
制
の
も
と

に
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
企
業
を

超
え
た
企
業
横
断
的
な
能
力
取
得
、
能
力
評

価
を
促
す
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
能

力
を
測
る
尺
度
と
し
て
、
職
業
資
格
・
学
位

免
状
が
外
部
労
働
市
場
で
確
立
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
に
資
格
を
重
視
し
た
社

会
構
造
が
故
の
問
題
と
し
て
、
低
資
格
者
や

無
資
格
者
の
就
労
の
可
能
性
が
著
し
く
低
い

と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
資
格
の
有
無
と

失
業
率
の
間
に
は
明
ら
か
な
因
果
関
係
が
見

ら
れ
、
政
府
は
こ
の
点
に
政
策
の
焦
点
を
当

て
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
市
場
の
中
で
弱
者

と
な
っ
て
い
る
若
者
に
、
ど
の
よ
う
に
訓
練

を
施
し
、
資
格
を
形
成
さ
せ
て
い
く
か
が
政

策
上
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
欧
州
資
格
枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）」

と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で

Ｅ
Ｑ
Ｆ
と
Ｎ
Ｑ
Ｆ
を
関
連
付
け
る
作
業
を
担

当
す
る
の
は
、
前
述
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
は
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
関
連
付
け

作
業
の
現
状
報
告
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
枠

組
み
の
最
も
低
い
水
準
は
、
Ｅ
Ｑ
Ｆ
の
水
準

Ⅰ
と
水
準
Ⅱ
に
該
当
し
な
い
と
発
表
し
た
。

こ
れ
は
、
職
業
目
的
と
す
る
資
格
は
、
教
育

省
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
最
も
低
い
水
準
の

職
業
資
格
・
学
位
免
状
の
水
準
を
下
回
っ
て

は
な
ら
な
い
と
す
る
既
存
の
合
意
が
存
在
す

る
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

　

ド 

イ 

ツ

　

過
去
か
ら
現
在
に
わ
た
り
職
業
社
会
を
築

い
て
き
た
ド
イ
ツ
。
こ
こ
に
は
、
教
育
の
中

に
職
業
的
視
点
が
強
固
に
埋
め
込
ま
れ
て
お

り
、
企
業
も
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

職
業
教
育
訓
練
に
積
極
的
に
関
与
す
る
と
い

う
伝
統
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
職
業
教
育
訓
練

体
系
は
、
若
年
者
を
対
象
と
す
る
「
初
期
職

業
訓
練
」
と
、
在
職
者
及
び
求
職
者
を
対
象

と
す
る
「
継
続
職
業
訓
練
」
の
二
種
類
に
大

別
さ
れ
る
。
初
期
職
業
訓
練
の
中
核
を
な
す

の
は
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
り
、
企

業
に
お
け
る
実
践
的
な
訓
練
を
通
じ
て
職
業

能
力
（
資
格
）
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

職
業
訓
練
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
と
一
六

の
州
政
府
に
権
限
が
分
配
さ
れ
て
い
る
。
職

業
学
校
の
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
は
、

学
校
教
育
を
管
轄
す
る
州
政
府
が
策
定
す
る
。

学
校
教
育
以
外
の
部
分
、
つ
ま
り
企
業
で
行

う
職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、教
育
研
究
省（
Ｂ

Ｍ
Ｂ
Ｆ
）
の
合
意
の
下
で
企
業
を
管
轄
す
る

経
済
技
術
省
（B

M
W
i

）、
も
し
く
は
他
の

管
轄
省
庁
が
大
枠
を
策
定
す
る
。
訓
練
内
容

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
職
業
教
育
訓
練
研
究

機
構
（
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
）
に
お
い
て
、
労
使
を
含

む
主
要
な
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
が

策
定
す
る
。
な
お
、
職
業
資
格
の
認
定
試
験

は
、
各
地
の
職
能
団
体
（
商
工
会
議
所
、
手

工
業
会
議
所
等
）
が
実
施
す
る
。
一
方
、
継

続
職
業
訓
練
と
し
て
有
名
な
の
が
「
マ
イ
ス

タ
ー
資
格
」
で
あ
る
が
、
こ
の
管
理
運
営
主

表３　職業能力水準と学歴水準の対応表（フランス）
職業能力水準 学歴水準 代表的な職業資格・学位免状 該当職階水準

水準Ⅰ・Ⅱ 高等教育修了 DEA（高等研究免状）、
DESS （高等専門教育免状）

上級幹部職
専門職

水準Ⅲ
大学レベル：
バカロレア取得
＋ 2年

DUT（技術高等証書）、
BTS（上級技術者免状）、
DEUG（大学２年課程修了証書）

中級幹部職

水準Ⅳ 高校レベル
BP（職業教育上級免状）
BT（技術員免状）
Bac Professional（職業バカロレア）

事務職

水準Ⅴ 中学レベル CAP（職業適性証書）、
BEP（職業見習免状）

生産労働者
（職業資格あり）

水準Ⅵ 中学前期レベル
初等教育修了

- 生産労働者
（職業資格なし）

資料出所： JILPT 資料シリーズNo.102「諸外国における能力評価制度―英・仏・独・
米・中・韓・ＥＵに関する調査（2012.3）」第 2章より
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体
は
会
議
所
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
企
業
の
積

極
的
関
与
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
元
来
教

育
の
中
に
職
業
教
育
的
比
重
が
大
き
い
ド
イ

ツ
の
場
合
、
職
業
能
力
資
格
と
教
育
資
格
は

密
接
に
リ
ン
ク
す
る
（
表
４
）。
教
育
自
体

が
有
用
な
職
業
人
を
育
成
す
る
た
め
の
目
的

を
持
つ
制
度
だ
と
も
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
問
題
点

は
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
、
職
業
資
格
の
有
無

で
失
業
率
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
だ
。

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
職
業
資
格
の
無
い
若
者

が
増
加
し
、
失
業
率
が
低
資
格
の
若
者
に

偏
っ
た
形
で
上
昇
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
若
年
者
の
中
長
期
に
わ

た
る
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る

た
め
、
教
育
研
究
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｆ
）
が
、
労

働
組
合
、
使
用
者
団
体
、
産
業
・
経
済
界
、

専
門
家
、
州
行
政
者
ら
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
代
表

と
と
も
に
、
二
〇
〇
六
年
春
か
ら
「
職
業
教

育
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

（
Ｉ
Ｋ
Ｂ
Ｂ
）」、
お
よ
び
「
継
続
教
育
に
関

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
（
Ｉ
Ｋ
Ｗ

Ｂ
）」
と
い
う
二
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を

創
設
し
た
。
学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行
、
継

続
職
業
教
育
、
生
涯
学
習
の
促
進
と
全
体
の

底
上
げ
、
職
業
訓
練
と
高
等
教
育
機
関
間
の

連
携
強
化
に
向
け
た
職
業
教
育
訓
練
制
度
の

改
革
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
の
能
力
評
価
制
度
も
国
際

化
に
対
応
し
た
動
き
が
あ
る
が
、「
欧
州
資
格

枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）」
の
対
応
策
と
し
て
は
、

「
国
レ
ベ
ル
の
資
格
枠
組
み
（
Ｎ
Ｑ
Ｆ
）」

に
相
当
す
る
「
ド
イ
ツ
資
格
枠
組
み
（D

Q
R
:�

D
eutscher�Q

ualifikationsrahm
en

）」
の

策
定
が
進
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
九
年
二
月
に
、

最
初
の
ド
ラ
フ
ト
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後

二
〇
一
〇
年
夏
に
評
価
を
行
い
、
Ｄ
Ｑ
Ｒ
の

枠
組
み
が
ほ
ぼ
決
定
し
た
。
ド
イ
ツ
で
の
調

整
作
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
Ｂ
Ｉ

Ｂ
Ｂ
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ

　

ア
メ
リ
カ
の
能
力
評
価
制
度
は
、
医
師
や

弁
護
士
免
許
な
ど
政
府
が
公
的
に
発
行
す
る

「
職
業
資
格
」
と
、
業
界
団
体
が
交
付
す
る

「
認
定
資
格
」
に
二
分
さ
れ
る
。「
認
定
資

格
」
は
在
職
者
の
能
力
レ
ベ
ル
を
示
す
も
の

と
、
就
業
の
有
無
を
問
わ
な
い
も
の
に
分
け

ら
れ
る
が
、
前
者
は
、
業
界
団
体
や
産
業
別

労
働
組
合
が
加
盟
す
る
企
業
の
労
働
者
の
能

力
評
価
や
賃
金
交
渉
の
た
め
に
活
用
さ
れ
、

後
者
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
認
定
資
格
の
よ
う

な
、
企
業
や
業
界
特
殊
的
で
は
な
い
汎
用
性

の
あ
る
能
力
評
価
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
に

進
ん
だ
変
化
に
よ
り
、
市
場
動
向
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
や
テ
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を
活
用
し
た
職
業
教
育
訓

練
体
系
全
体
の
再
編
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
能
力
評
価
制
度
に
お
け

る
全
国
レ
ベ
ル
の
統
一
し
た
変
革
を
促
す
。

政
府
は
、
市
場
動
向
の
変
化
へ
の
柔
軟
な
対

応
と
従
業
員
間
の
連
携
の
促
進
、
従
業
員
に

よ
る
経
営
参
加
を
指
標
と
す
る
能
力
評
価
や

表４　教育・職業資格対応表（ドイツ）

入学資格 訓練進路 修了試験・取得資
格の程度

民間企業と公務分
野に対応する職業
ポスト ↑

高
等
教
育

大学入学資格
（アビトゥー
ア）

大学
専攻分野修了試験、
上級公務員試験、
国家試験

高級公務員（準備
勤務）

継
続
職
業
訓
練ギムナジウム

修了証 専門大学 学位授与試験
専門技術者（エン
ジニア等）、上級
公務員

大学外での訓練 企業内訓練修了証
専門労働者
(Sachbearbeiter)、
中間管理職等

上級公務員準備勤
務

上級公務員職試験
上級公務員、専門
労働者等

デュアルシステム
専門労働者・職人・
補助員試験

上級公務員、職人・
専門労働者・補助
員等

初
中
等
教
育

専門大学・専
門指定大学入
学資格
　

上級公務員準備勤
務

上級公務員試験 上級公務員
初
期
職
業
訓
練

デュアルシステム
補助員・助手職試
験

補助員・助手職

専門大学・総合制
大学

学位授与試験
専門技術者（エン
ジニア）、上級公
務員等

専門学校入学
資格

専門学校等
テヒニカー試験、
中級公務員試験

テヒニカー、中級
公務員

専門労働者資
格
　

中級公務員準備勤
務

中級公務員試験 中級公務員

専門学校 テヒニカー試験 テヒニカー

中級資格
（実科学校修
了証）
　

特殊職業専門学校 助手職等専門試験 助手職等

専門上級学校 専門大学入学資格
労働者・一般職員・
中級公務員

職業専門学校
一部は
専門指定大学入学
資格

労働者・一般職員・
中級公務員

公務職業教育 中級公務員試験 中級公務員

デュアルシステム
専門労働者・職人・
補助員試験

専門労働者・職人・
補助員・一般職員

基幹学校修了
証
　

職業専門学校
中級資格 ( 実科学
校修了証）

一般職員、場合に
より中級公務員

公務職業教育 下級公務員職試験 下級公務員

デュアルシステム
専門労働者・職人・
補助員試験

専門労働者・職人・
補助員・一般職員

職業学校（夜間） なし
無訓練契約少年労
働者（未熟練）

全日制学校
就学義務終了

（修了証無し）

公務職業教育 下級公務員職試験 下級公務員

デュアルシステム
専門労働者・職人・
補助員試験

専門労働者・職人・
補助員・一般職員

職業学校（夜間） なし
無訓練契約少年労
働者（未熟練）

資料出所： JILPT 資料シリーズNo.102「諸外国における能力評価制度―英・仏・独・
米・中・韓・ＥＵに関する調査（2012.3）」第 3章より
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教
育
訓
練
制
度
へ
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
政
策
を
実
現
す
る
包
括
的
な
法
令
が

一
九
九
四
年
ア
メ
リ
カ
教
育
法
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
ア
メ
リ
カ
教
育
法
の
中
で
、

新
し
い
働
き
方
に
対
応
し
た
能
力
評
価
制
度

を
、
通
称
「
全
国
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
法
（N

ational�S
kill�S

tandard�A
ct

）」

（S
ection501

か
らS

etion509

に
か
け

て
の
九
項
目
が
該
当
す
る
）
と
呼
ぶ
。
同
法

は
、
制
度
を
運
用
す
る
た
め
の
委
員
会
を
定

め
、
連
邦
政
府
、
業
界
団
体
、
労
働
組
合
、

専
門
家
に
加
え
、
教
育
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
地
方
行
政
、
権
利
擁
護
を
行
な
っ
て

い
る
非
営
利
組
織
の
四
分
野
か
ら
の
代
表
で

構
成
。同
法
の
概
念
は
、特
定
の
職
業
グ
ル
ー

プ
に
関
係
の
あ
る
当
事
者
の
自
主
的
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
、
自
ら
の
ス
キ
ル
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
連
邦
政
府
が
中
央
で
画
一

的
な
基
準
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要

な
能
力
要
件
に
も
っ
と
も
詳
し
い
当
事
者
に

権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
連
邦

政
府
が
直
接
に
関
与
す
る
の
は
、
ス
キ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
に
お
け
る
能
力
評
価
の

全
体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
設
定
、
自
主
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
適
格
認
定
、
職
業
グ

ル
ー
プ
の
設
定
な
ど
に
留
ま
る
と
し
た
。

　

ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
は
、
ま
ず

職
業
グ
ル
ー
プ
を
一
五
に
分
類
し
た
上
で
自

主
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
募
り
、
次
に
従

業
員
に
求
め
る
能
力
を
「
集
約
的
」、「
中
核

的
」、「
専
門
的
」
の
三
分
類
と
し
た
上
で
自

主
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け
た
能
力
基

準
策
定
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
し
、

自
主
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
自
ら
構
築
し

た
具
体
的
基
準
を
全
国
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
委
員
会
が
審
査
す
る
。
こ
れ
ら
に
基

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
労
働

者
に
認
証
を
与
え
る
と
い
っ
た
仕
組
み
で
あ

る
。
こ
の
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
は
、

業
界
団
体
が
交
付
す
る
「
認
定
資
格
」
と
し

て
企
業
や
地
域
の
壁
を
乗
り
超
え
汎
用
性
を

持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
労
働
者

の
育
成
を
可
能
と
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
制
度
は
結
果
的
に
定
着
し
な
か
っ
た
。
個

別
企
業
は
市
場
競
争
力
を
自
ら
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
核
人
材
に
対
す
る

教
育
投
資
を
高
め
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
単
純
で
定
型
的
な
業
務
を
担
う
非
中
核

人
材
に
は
投
資
を
行
わ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
単
純
で
定
型
的
な
業
務
に
お
い
て
は
、

派
遣
、
請
負
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
い
っ
た
非

典
型
雇
用
の
活
用
が
進
ん
だ
。
つ
ま
り
、
個

別
企
業
の
多
く
は
市
場
競
争
力
を
向
上
さ
せ

る
方
法
と
し
て
、
自
主
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
形
成
す
る
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制

度
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
人
材
活
用
に

お
い
て
中
核
と
非
中
核
に
選
別
し
た
う
え
で
、

中
核
人
材
に
は
個
別
企
業
の
状
況
に
あ
わ
せ

た
能
力
の
育
成
と
そ
の
評
価
を
自
ら
行
う
方

向
に
向
か
う
。
結
果
取
り
残
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
以
外
の
労
働
者
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、全
国
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
委
員
会
は
、
全
国
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
機
構
に
改
組
、
連
邦
政
府
の
手
を
離
れ
事

実
上
当
初
の
政
策
目
的
を
失
っ
た
。ス
キ
ル
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
の
失
敗
の
要
因
と
し
て
、

労
働
組
合
の
組
織
率
が
低
い
産
業
や
、
従
来

か
ら
労
働
組
合
と
使
用
者
に
よ
る
教
育
訓
練

制
度
が
な
か
っ
た
産
業
、
非
典
型
雇
用
労
働

者
ら
が
想
定
す
る
範
囲
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
低
賃
金
労
働
者

の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
引
き
上
げ
て
い
く
か

と
い
う
よ
う
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
技
能
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て
賃
金
上
昇
の

階
段
を
つ
く
る
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

構
築
が
重
要
に
な
る
。

　

現
在
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
組
織
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
の

権
利
を
擁
護
し
相
互
扶
助
を
目
的
と
す

るR
estaurant�O

pportunities�C
enter

（R
O
C

）や「
在
宅
介
護
協
同
組
合（C

H
C
A
:�

C
ooperative�H

om
e�C
are�A

ssociates

）」

と
い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
経
営
者
間
で
横
断
的
に
有
効
な

資
格
認
定
を
行
い
、
独
自
に
証
明
書
を
発
行

し
、
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
構
築
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
、
業
界
団
体
、
企
業
、
労
働
組

合
、
教
育
機
関
、
職
業
訓
練
機
関
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
行
政
、
権
利
擁
護
組
織
な

ど
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
職
業
訓
練
を
実
施
す

る
試
み
も
始
ま
っ
て
お
り
、
職
業
訓
練
と
資

格
を
結
ぶ
新
た
な
胎
動
が
見
ら
れ
る
。

　
（
３
）
わ
が
国
へ
の
示
唆

教
育
と
職
業
訓
練
の
融
合

　

以
上
の
通
り
、
欧
州
に
お
い
て
は
、
教
育

資
格
と
職
業
資
格
の
相
互
比
較
可
能
な
制
度

の
構
築
が
進
ん
で
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い

て
は
、
職
業
資
格
と
し
て
成
立
し
て
い
た

「
全
国
職
業
資
格
（
Ｎ
Ｖ
Ｑ
）」
に
教
育
資

格
も
参
照
可
能
と
し
た
「
全
国
資
格
枠
組
み

（
Ｎ
Ｑ
Ｆ
）」
が
策
定
さ
れ
、
教
育
資
格
と

の
関
係
で
低
位
に
置
か
れ
て
い
た
職
業
資
格

水
準
を
改
善
し
た
。
元
来
学
歴
が
重
視
さ
れ

る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
職
業
資
格
と
学
位
免
状

を
共
通
に
評
価
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
職
業

能
力
水
準
分
類
表
」
が
創
設
さ
れ
、
教
育
・

職
業
に
関
す
る
資
格
は
こ
の
分
類
表
に
沿
っ

て
分
類
さ
れ
た
上
で
「
全
国
職
業
資
格
総
覧

（
Ｒ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
）」
に
登
録
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
、
教
育
自

体
が
有
用
な
職
業
人
を
育
成
す
る
と
い
う
目

的
を
持
ち
、
早
く
か
ら
教
育
資
格
と
職
業
資

格
の
融
合
が
図
ら
れ
て
き
た
。
初
期
職
業
訓

練
の
中
核
と
な
る
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」

は
、
学
校
に
通
い
な
が
ら
企
業
に
お
い
て
実

践
的
な
職
業
訓
練
を
受
け
る
制
度
で
、
こ
こ

で
の
訓
練
修
了
資
格
は
就
業
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
労
働
市
場
の
中
で
職
業

ス
キ
ル
の
低
い
若
者
は
弱
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
教
育
終
了
後
間
も
な
い
若
者
に
職

業
資
格
を
授
け
る
こ
と
は
、
若
年
失
業
を
防

ぐ
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。
こ
う
し
た
教

育
資
格
と
職
業
資
格
の
共
通
化
は
、
教
育
資

格
が
教
育
成
果
の
評
価
で
あ
り
、
職
業
資
格

が
職
業
訓
練
成
果
の
評
価
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
教
育
と
職
業
訓
練
が
分
断
し
た
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形
で
は
な
し
得
な
い
。

　

逆
に
い
う
と
、
教
育
と
職
業
訓
練
の
融
合

が
教
育
資
格
と
職
業
資
格
の
共
通
化
を
促
し

た
と
も
い
え
る
。
近
年
欧
州
諸
国
に
お
い

て
、
こ
の
「
教
育
と
職
業
訓
練
の
融
合
」
と

い
う
テ
ー
マ
は
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
実
施

体
制
の
再
編
も
促
し
な
が
ら
各
国
で
進
展
し

て
い
る
。
近
年
、
欧
州
を
は
じ
め
世
界
各

国
で
は
、
職
業
教
育
と
職
業
訓
練
は
職
業

教
育
訓
練
（V

ocational�E
ducation�and�

T
raining

）
と
し
て
一
体
的
に
議
論
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
略
し
た
Ｖ
Ｅ
Ｔ
と
い
う
表
現

が
Ｅ
Ｕ
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
文
書
で
は
基
本
用
語

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
「
教
育
と
職
業
訓
練
の
融
合
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
欠
か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。
現
在
、
教
育
の
分
野
に
も
職
業
訓

練
の
分
野
に
も
各
々
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
存

在
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

け
る
部
分
的
な
改
革
で
は
な
く
、
労
働
者

個
々
の
生
涯
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
着

目
し
、「
労
働
者
が
失
業
を
回
避
し
、
生
涯
に

わ
た
る
豊
か
な
職
業
キ
ャ
リ
ア
を
実
現
す
る

た
め
に
、
良
質
な
職
業
訓
練
機
会
を
継
続
的

に
提
供
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
、
全
体

を
俯
瞰
し
た
政
策
形
成
が
望
ま
れ
る
。

　
実
施
体
制
の
整
備

　

全
国
的
な
能
力
評
価
制
度
を
構
築
す
る

に
は
、
実
施
体
制
の
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
で
教

育
資
格
・
職
業
資
格
の
認
可
・
管
理
・
運

用
を
行
う
の
は
「
資
格
・
試
験
監
査
機
関

（O
fqual

）」
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
発

足
し
た
。O

fqual

は
、
資
格
と
そ
の
評
価

方
法
を
作
成
す
る
機
関
（
資
格
授
与
機
関
）

を
審
査
し
、
そ
の
機
関
が
提
供
す
る
資
格
を

認
可
し
、
認
可
さ
れ
た
資
格
授
与
機
関
の
業

務
活
動
を
監
督
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
職
業
資
格
・
学
位
免

状
を
一
手
に
束
ね
る
の
が
「
全
国
職
業
資
格

総
覧
」（
Ｒ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
）
で
、
こ
れ
を
管
理
す
る

の
は
「
職
業
資
格
認
定
全
国
委
員
会
」（
Ｃ
Ｎ

Ｃ
Ｐ
）
で
あ
る
。
政
労
使
ほ
か
専
門
家
で
組

織
さ
れ
る
こ
の
機
関
に
は
強
大
な
権
限
が
与

え
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
資
格
の
水
準
、

客
観
性
を
監
視
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
能
力
評
価
に
関
す
る
政
策
策
定

の
際
の
関
係
者
間
の
調
整
機
能
も
併
せ
持
つ

の
が
、
ド
イ
ツ
の
職
業
教
育
訓
練
研
究
機
構

（
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
）
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
能
力
評

価
の
分
野
に
お
い
て
は
、
教
育
研
究
省
（
Ｂ

Ｍ
Ｂ
Ｆ
）、
経
済
技
術
省
（B
M
W
i

）、
労
働

社
会
省
（
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）、連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
（
Ｂ
Ａ
）、
州
政
府
、
地
方
自
治
体

政
府
な
ど
複
数
の
管
轄
組
織
が
関
与
し
て
お

り
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
役
割
分
担
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
は
す
べ
て
の
関
係
者
を
と
り
ま
と

め
、
意
見
の
収
集
、
調
整
を
行
い
、
政
策
の

実
施
に
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
な

お
、
上
記
英
仏
独
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
は
「
欧

州
資
格
枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ
Ｆ
）」
の
Ｎ
Ｃ
Ｐ
（
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
イ

ン
ト
）
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　

包
括
的
な
能
力
評
価
制
度
の
導
入
を
検
討

す
る
際
に
は
、
関
係
省
庁
、
地
方
政
府
、
労

使
団
体
、
業
界
関
係
者
、
専
門
家
等
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
間
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
、
制
度
の
管
理
、
運
用
に
関
し
て
は
、
教

育
及
び
職
業
資
格
に
お
け
る
評
価
の
水
準
を

保
ち
、
評
価
の
公
正
さ
を
維
持
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
機
能
を
担
う
統

括
的
機
関
の
存
在
は
、
全
国
で
統
一
的
な
能

力
評
価
制
度
を
運
営
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
能
力
評
価

制
度
を
再
考
す
る
上
で
参
考
と
な
ろ
う
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
参
加

　

フ
ラ
ン
ス
の
職
業
資
格
・
学
位
免
状
が
登

録
さ
れ
る
「
全
国
職
業
資
格
総
覧
」（
Ｒ
Ｎ
Ｃ

Ｐ
）
の
管
理
は
、「
職
業
資
格
認
定
全
国
委
員

会
」（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
）
が
担
う
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｐ
は

前
述
し
た
と
お
り
、
省
庁
代
表
一
六
人
・
労

使
代
表
一
〇
人
・
商
工
農
会
議
所
代
表
三
人
・

地
域
代
表
三
人
お
よ
び
専
門
家
一
一
人
総
数

四
三
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
資
格
登
録
を
審
査
す
る
委
員
会
が
政
労

使
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
質
の

保
証
は
関
係
当
事
者
の
合
意
の
う
え
に
成
り

立
っ
て
お
り
、
資
格
評
価
の
客
観
性
を
保
つ

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
職
業
訓
練
資
格
の
取
得

と
能
力
評
価
枠
組
み
の
策
定
に
参
加
し
て
い

る
の
は
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
労
使
、
商
工

会
議
所
、
専
門
家
等
で
あ
る
。
訓
練
資
格
職

種
や
訓
練
内
容
の
見
直
し
を
関
係
者
全
体
で

行
い
、
実
際
の
企
業
現
場
で
訓
練
を
行
う
た

め
、
労
働
市
場
の
要
請
に
沿
っ
た
訓
練
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
の
が
強
み
で
あ
る
。
ま
た
、

ド
イ
ツ
の
職
業
訓
練
は
、
企
業
が
自
主
的
に

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
と
っ

て
は
低
予
算
で
実
施
で
き
る
と
い
う
利
点
も

あ
り
、
結
果
政
府
は
、
失
業
者
な
ど
職
業
訓

練
弱
者
に
財
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
業
界
団
体
、

企
業
、
労
働
組
合
、
教
育
機
関
、
職
業
訓
練

機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
、
行
政
、
権

利
擁
護
組
織
な
ど
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

形
成
し
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
職
業

訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の

構
築
に
貢
献
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
能
力
評
価
制
度
の
実

施
（
計
画
策
定
、
管
理
、
運
用
）
に
関
し
て

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
参
画
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
わ
が

国
の
資
格
の
策
定
、管
理
、運
用
に
お
い
て
も
、

労
使
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
積

極
的
参
画
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
能
力
評
価
制

度
に
係
る
全
体
の
枠
組
み
作
り
に
は
、
も
ち

ろ
ん
中
央
政
府
の
理
念
策
定
と
推
進
計
画
が

必
要
で
あ
り
、ま
た
、地
方
政
府
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の

上
で
、
能
力
評
価
シ
ス
テ
ム
の
実
施
に
関
し

て
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
ア
ク
タ
ー
を
参
画

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
成
否
の
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
わ
が
国
の
能
力
評
価
制
度
構
築
に
向
け
て

　

能
力
評
価
の
世
界
に
お
い
て
は
、
世
界
的

に
基
準
標
準
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の

で
は
な
い
。

　

欧
州
に
お
け
る
能
力
評
価
基
準
標
準
化

の
枠
組
み
が
「
欧
州
資
格
枠
組
み
（
Ｅ
Ｑ

Ｆ
）」
で
あ
っ
た
。「
国
レ
ベ
ル
の
資
格
枠
組

み
（
Ｎ
Ｑ
Ｆ
）」
を
通
じ
、
欧
州
各
国
の
資

格
が
、
他
国
の
資
格
と
比
較
可
能
に
な
る
も

の
だ
。
各
国
が
基
準
標
準
化
に
向
け
て
作
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る

が
、
重
要
な
点
は
、
各
国
の
Ｎ
Ｑ
Ｆ
は
、
Ｅ

Ｑ
Ｆ
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
は
じ
め
て
、
他
国
の
Ｎ
Ｑ
Ｆ
と
リ
ン
ク
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
能
力
評
価
制

度
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
公
的
な
も
の
と
民
間

の
も
の
と
が
混
在
し
た
教
育
資
格
・
職
業
資

格
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
当

該
国
の
教
育
市
場
、
職
業
訓
練
市
場
の
利
害

と
も
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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つ
ま
り
各
国
は
、
教
育
訓
練
体
系
も
併
せ
た

再
編
を
強
い
ら
れ
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
相
当

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
国
間
で
標
準
化
プ
ロ
セ
ス
の
進
度

に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
の
こ

と
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
多
少
の
障
害
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
欧
州
が
共
通
の
能
力
評
価

制
度
を
持
つ
意
味
は
大
き
く
、
加
盟
国
間
で

そ
の
意
味
は
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
各
国
は
、
Ｎ
Ｑ
Ｆ
策
定
を
教
育
訓

練
体
系
全
体
の
見
直
し
を
促
す
起
爆
剤
と
捉

え
、
国
内
事
情
を
反
映
し
、
か
つ
改
革
を
促

す
手
段
と
な
る
よ
う
な
Ｎ
Ｑ
Ｆ
策
定
に
腐
心

し
て
い
る
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
教
育
訓
練

体
系
の
再
構
築
こ
そ
が
、
欧
州
で
、
世
界
の

市
場
で
生
き
残
る
た
め
の
必
須
条
件
と
い
え

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
能

力
評
価
基
準
標
準
化
は
、
教
育
訓
練
体
系
の

再
構
築
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
で
も

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
能
力
評
価
制
度
の
構
築

が
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
留
意

さ
れ
る
べ
き
点
は
、
国
内
の
実
態
に
沿
っ
た

能
力
評
価
制
度
の
整
備
で
あ
る
。
他
国
の
評

価
基
準
あ
る
い
は
い
ず
れ
か
の
既
成
モ
デ
ル

を
そ
の
ま
ま
移
入
し
て
適
用
さ
せ
る
こ
と
は
、

市
場
の
混
乱
を
招
く
要
因
と
な
る
。
特
に
わ

が
国
の
よ
う
な
、
企
業
の
内
部
労
働
市
場
に

よ
り
分
断
さ
れ
た
労
働
市
場
を
持
つ
国
と
、

職
種
横
断
的
な
労
働
市
場
を
形
成
し
て
き
た

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
大
陸
欧
州
型

の
国
と
で
は
、
能
力
評
価
制
度
の
持
つ
意
味

が
根
本
的
に
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
欧
州

型
の
能
力
評
価
制
度
を
そ
の
ま
ま
わ
が
国
に

持
ち
込
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
が
国
に
お

い
て
は
、
わ
が
国
の
労
働
市
場
の
実
態
を
正

確
に
把
握
し
分
析
し
た
上
で
、
わ
が
国
の
実

情
に
見
合
う
形
で
能
力
評
価
制
度
の
再
構
築

を
着
実
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
に
よ

る
格
差
問
題
の
顕
在
化
な
ど
、
わ
が
国
が
外

部
労
働
市
場
を
機
能
強
化
す
る
必
要
性
に
直

面
し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
外
部
労
働
市
場

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
能
力
評
価
基

準
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ

て
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ブ
カ
ー

ド
の
定
着
、
拡
充
を
図
る
こ
と
な
ど
が
有
効

な
手
段
と
な
ろ
う
。ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
は
、カ
ー

ド
を
使
っ
た
就
労
相
談
や
能
力
開
発
・
評
価

と
い
っ
た
機
能
面
の
み
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ

が
、
実
は
、
評
価
さ
れ
た
職
業
能
力
を
市
場

横
断
的
に
個
人
が
ポ
ー
タ
ブ
ル
で
き
る
社
会
、

す
な
わ
ち
能
力
評
価
制
度
を
基
盤
と
し
た
労

働
市
場
シ
ス
テ
ム
全
体
の
整
備
ま
で
を
視
野

に
入
れ
た
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
ジ
ョ
ブ

カ
ー
ド
制
度
の
推
進
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働

市
場
イ
ン
フ
ラ
の
改
革
を
促
す
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
。
実
践
的
な
訓
練
と
統
一
さ
れ
た

能
力
評
価
基
準
に
基
づ
く
評
価
シ
ス
テ
ム
を

企
業
に
根
付
か
せ
、
順
次
労
働
市
場
全
体
へ

と
普
及
さ
せ
て
い
く
。
ま
ず
は
「
で
き
る
も

の
か
ら
」
検
討
を
進
め
、
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
欧
州
ほ
か
諸

外
国
に
お
け
る
能
力
評
価
制
度
再
構
築
の
取

り
組
み
は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
［
注
］

　

各
国
の
能
力
評
価
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
資
料
シ
リ
ー
ズ
№
102
「
諸
外
国
に
お
け
る
能
力
評
価

制
度
―
英
・
仏
・
独
・
米
・
中
・
韓
・
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
調

査
（
二
〇
一
二
・
三
）」
全
文
を
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
（http://w

w
w

.jil.go.jp/institute/chosa/2012/12-102.

htm

）
（
国
際
研
究
部
次
長　

天
瀬
光
二
）
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